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研究成果の概要（和文）：認知症は病気ではなく生活に支障をきたす「状態」であり，適切な介入や環境の整備
により日常生活を送ることが可能である．本研究では、生活意欲を高めるケアの特質を，マルチモーダルコミュ
ニケーションの観点から明らかにし，質の高いケアのエビデンスを創出することを目的とした．健康の基盤とな
る歩行と姿勢の改善を題材に，運動介入プログラムの開発実践評価を通して，専門家の持つケアスキルを形式知
化し，ケアスタッフが本質を理解し各自の現場で展開なコンテンツ構築まで実現した．

研究成果の概要（英文）：Dementia is not a disease but a "condition" that interferes with daily life,
 and it is possible to lead daily life with appropriate interventions and environmental 
arrangements. The purpose of this study was to clarify the characteristics of care that enhances 
motivation for living from the perspective of multimodal communication, and to generate evidence for
 high-quality care. Through the development and practical evaluation of an exercise intervention 
program on the subject of gait and posture improvement, which are the foundation of health, we 
formalized the care skills of professionals and realized the construction of content that can be 
deployed by care staff at their own sites based on their understanding of the essentials.

研究分野：ヒューマンインタフェース

キーワード： ケアスキル　マルチモーダルインタラクション　状況理解　学習環境デザイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の最大の意義は，ケア現場において専門家が経験的・暗黙的に持つケアスキルを形式知化したことにあ
る．健康寿命を延ばす礎となる歩行と姿勢の改善を題材に，極めて多くの認知症高齢者に有用な運動介入プログ
ラムを具現化し，あらゆる現場で活用可能なコンテンツを提供できたことは，今後さまざまな認知症ケアスキル
を形式知化する際の基盤となる成果である．さらに，題材とした歩行と姿勢の改善は子どもから高齢者まで多世
代にとって有用であり，適用範囲の広い運動介入プログラムが構築できた意義も大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
世界に先駆けて超高齢社会を突き進む我が国では，認知症が大きな社会課題となっている．認

知症は病気ではなく生活に支障をきたす「状態」であり，適切な介入や環境の整備により日常生
活を送ることが可能である．認知症の精神症状は，環境・心理的要因によるものであり，コミュ
ニケーションを主体とした「ケア」が有効であることが明らかになってきた．当事者と感情を共
有（共感）し，よい関係を構築する「介入」スキルをケア提供者が持つことが重要である．認知
症ケア施設などの介護現場は閉鎖的であり，当事者への介入は主観的になりがちでエビデンス
が不足しており，技術の伝授や改善が困難なのが実情である．認知症ケアのエキスパートは，本
人の身体能力や生活環境を的確に把握したうえで，本人がやりたいことを見極め，本人の持って
いる力を活用し，やろうという気にさせるコミュニケーションスキルに長けている．生活意欲を
高める介入は，対象者の心の中を占めている（Occupy）ものが何かを見極め，その人の感情（心
的状態）に合わせて介入の仕方を変える精神科由来の作業療法（Occupational Therapy）の基
盤である．ケアスキルの学習支援の取り組みは，看護分野での実技習得を対象とした検討が進展
している．教本による学習では，現場の多様な状況に臨機応変に対応するスキル習得は困難であ
り，場面状況に応じて適切に「意思決定」できるスキルの習得が重要である． 
この観点から本研究では，これまで経験的・暗黙的に「会得」するしかなかったケア場面の状

況理解スキルを可視化し，一人ひとりに適応したケアスキル学習環境を構築することとした． 
 
２．研究の目的 
本研究では，生活意欲を高めるケアの特質を，音声を基軸とするマルチモーダルコミュニケー

ションの観点から明らかにし，質の高いケアのエビデンスを創出することを目的とした．認知症
高齢者の生活の質を高めるケアインタラクションスキルを客観化する技術を開発した． 
 本研究の遂行により，発展途上な認知症ケアを科学的に捉えることが可能となるため，
Evidence-Based Care（EBC） が大きく進展する．EBC は従来，Evidence-Based Medicine
（EBM）が薬の処方とその効果を統計的に捉える枠組みと同じく，ケアの効果を主観による語
りで表現するにとどまり，ケアを受けた人の内部状態はブラックボックスであった．本研究は，
ケアをする側・受ける側の心的状態や作用効果の時間変化を複数の観点で客観化する点が特長
であり，ケアスキルのエビデンスを創出し，本人家族はもとより医療看護介護従事者と広く共有
でき，一人ひとりに適したオーダーメードケアを提供する仕組みの実現に繋がる． 
本研究で産出する介入知識コンテンツは，高いケアスキルを持った人材育成に寄与し，EBC

に基づく新たな学習教育プログラムの創成が可能となる．本研究のコンテンツは映像事例を基
軸に場面ごとのケアの担い手・受け手の内部状態を可視化するので，場面状況に即してケアの目
標を捉え自分自身の現状のスキルを内省するのを強力にアシストできる． 

ケアスキルの底上げは，認知症の周辺症状の軽減に繋がり，医療・介護費の大幅削減，介護者
負担感の減少に直結する．また，認知症のみならず，発達障害や生活困窮などの困りごとを抱え
る人々の生活の質の向上にも貢献できる． 
 
３．研究の方法 
 下図は，筆者らがこれまで検討した，人工知能の創始者 Minsky の自然知能モデルに基づくケ
アの初学者と熟達者のスキルの違いを，口腔ケア場面を題材にモデル化したものであり，現場で
の実証評価でケアスキルの客観化に対する有用性も確認している．ケアの実践場面におけるケ
ア提供者の内面を可視化する技術に応用し，振り返り学習のアシスト機能を設計開発する． 



複数の介護療育現場の実務家を研究協力者に迎え，下記 4 つの研究開発目標を掲げて実施し
た．健康の基盤となる歩行と姿勢の改善のための運動介入を題材に，マルチモーダルセンシング
プラットフォームの構築から人工知能学モデルに基づく状況理解モデルの構築，それらを活用
した運動介入プログラムの設計開発及び実践評価まで実施し，専門家が持つ経験的・暗黙的なケ
アスキルの形式知化を行った． 
・マルチモーダル行動センシング基盤の構築 
・当事者本人の状態像理解を促進する仕組み構築 
・歩行と姿勢の改善のための運動介入プログラムのプロトタイプ構築 
・専門家のケアスキルを形式知化した運動介入プログラムの実践評価 
 
４．研究成果 
認知症ケアを可視化する知識構造を継続的に発展させ，状態や周辺環境の異なる認知症当事

者の特性を捉えケアの高度化に活用するための知識構造設計の基盤となる，マルチモーダル行
動センシング基盤の構築を行った． 
先行研究で構築された重度の認知症の人をケアする状況がターゲットの知識構造をベースに，

介護者の介入行動の特徴を捉える知識表現モデルを発展させ，認知症当事者の状態を表現でき
るよう拡張した（図 1）．映像事例に対して設計した知識構造に基づく解釈を付与したコンテン
ツを専門家にレビューさせ，知識構造の妥当性を検証した．さらに介護者と被介護者のインタラ
クションを表現できる構造へと拡張し，映像事例に対して付与された専門家の解釈を計算機モ
デルとして表現できることを確認した． 
このモデルの適用範囲を拡張するため，軽度の認知症の人が入所する介護施設での映像事例

を用いて知識構造の検証を行い，会話を中心とした従来よりも多様なインタラクションを含む
映像事例を題材に，作業療法士の介入知識を提案知識モデルでコンテンツ化し，現場の介護スタ
ッフに視聴させ，日常のケアの振り返りに有用であることを示した．提案したインタラクション
表現モデルは，多様な現場での認知症ケアの持続的な向上に役立つことが見込まれる． 
 

 
図 1： 認知症当事者の状態像表現知識モデル 

 
 
認知症高齢者の生活支援ケア向上のため，当事者本人の状態像理解を促進する仕組みを構築

した．当事者本人の心身状態を環境の状況と併せて表現する知識構造を設計し，それに基づいて
当事者本人の状態像の特徴を複数の観点から捉えることができるマルチモーダル心身環境セン
シング基盤を構築した．このセンシング基盤の主要機能の一つであるデータ収集分析システム
（図 2）を設計・開発・実装し，介護施設現場の実環境で数か月に亘ってデータ収集を実践した． 



 

図 2： マルチモーダルデータ収集分析システム 
 
 
さらに，収集した各種センサデータに多面的な解釈を与えることを可能とするデータ可視化

分析システムを併せて設計・開発・実装し，同時に複数のセンサデータを表示したり，時系列デ
ータの分析時間幅を柔軟に切り替えたりできる機能を具現化し，介護記録やケア映像事例のデ
ータを手掛かりに特徴ある場面をスクリーニングしたうえで，介護施設における被介護者の心
身状態を環境の状況と紐付けて多面的に表現できる仕組みを実現した． 

現場でのデータ収集と分析，知識構造設計，現場スタッフへのフィードバックを繰り返す PDCA
サイクルを実践し，構築したセンシング基盤の有用性を実証評価し，介護現場スタッフが当事者
本人の状態像理解を深め，ケアスキルを高めるのに役立つ知見を多数獲得した． 
 

認知症高齢者の生活支援ケア向上のため，具体的な介入プログラムの設計開発並びに認知症

ケアリハビリ施設における実践を通して，その効果を検証した． 

認知症高齢者の生活の質に大きく影響を及ぼす歩行と姿勢の状態改善を主眼に，多世代の多

様な人々を対象に長年に亘って現場介入を実践してきた柔道整復師を研究協力者に迎え，心身

の健康増進のための歩行と姿勢の運動介入プログラムのプロトタイプを開発した． 

前年度までに開発した当事者本人の状態像の特徴を複数の観点から捉えることができるマル

チモーダル心身環境センシング基盤のもとで，カンファレンスを基軸に歩行と姿勢に関する介

入運動プログラムの設計開発評価を一貫して行える仕組みを実現した． 

歩行運動を重視する高齢者リハビリ施設を研究協力機関に迎え，研究協力者の柔道整復師が

講師役となり，5 回に亘る歩行と姿勢の運動教室を実践し，参加者延べ約 30 名の身体及び歩行

の状態のデータを各回の介入前に計測するとともに，運動実践時のデータを収録した（図 3）． 

前年度開発したデータ可視化分析システムを活用して，現場ケアに関わる多職種が集うカン

ファレンスの場で，収録データを多面的に解析し，運動教室の参加者向けに自分自身の歩行状態

が教室への参加を通して変容した具体的ポイントを提示できる振り返りコンテンツを作成し，

運動継続への意欲を高めるフィードバックを行った．さらに，歩行と姿勢に関する知識構造設計

の議論を深め，他施設等に横展開できるパッケージ化された介入運動プログラムの開発を進展

させるための知見を多数獲得した． 

 



 
図 3： 歩行と姿勢の改善のための運動介入プログラム実践 

 

生涯にわたって心身の健康の基盤となる歩行と姿勢の運動介入プログラムの開発に向けて，

多世代の特性に合わせた歩行と姿勢の介入教室を実践している柔道整復師の介入知の表現モデ

ルを構築することを念頭に，その先駆けとして高齢者向けのプログラムを開発する基盤を構築

した．前年度までに構築した，当事者本人の状態像の特徴を複数の観点から捉えることができる

マルチモーダル心身環境センシングプラットフォーム及び，カンファレンスを基軸に歩行と姿

勢に関する介入運動プログラムの設計開発評価を一貫して行える仕組みを融合させ，具現化し

た（図 4）．基盤の構築と現場実践，開発プログラムの横展開を狙い，二つのフェーズで実証実

験を行った．一つ目のフェーズでは，歩行リハビリを特長とする介護老人保健施設を協力者に迎

え，同施設の利用者を対象に心身の状態に関わるデータを収集し，現場のスタッフを交えた多職

種からなるカンファレンスを基軸に，運動介入プログラムのプロトタイプを開発し，実践を通し

て効果を検証し，他の対象者や場所でも実践できるよう，運動プログラム及びその開発プロセス

の構造化も行った．二つ目のフェーズでは石川県加賀市との協働で自治体向け運動プログラム

の開発実践評価を通して横展開に向けた礎を築いた．さらに，これらの実践を通して，柔道整復

師が対象者の健康状態や身体機能の状態に合わせて介入内容を変化させていたことを明らかに

し，エキスパートが持つ暗黙知の形式知化に関する知見を獲得した． 

 

 
 

図 4： カンファレンスを基軸とした運動介入プログラム設計開発評価の仕組み 
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